生物基礎１-３
ミトコンドリアと葉緑体の起源～細胞の中で生きるようになった～
　　　年　　　組　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【目的】　次のことが分かる。

①　真核細胞がどのように誕生したかを知る。
②　ミトコンドリアと葉緑体がもともとは独自に生きていた原核生物でることを理解する。
③　共生説の根拠を知る。
【目標】　次の目標を全員達成する。

①　真核細胞がどのように誕生したかを説明できる。
②　ミトコンドリアと葉緑体の起源について説明できる。
③　共生説が唱えられた根拠を挙げることができる。
【ポイント】　原核細胞から真核細胞へ。
　　　　　　　　　まず、地球上に最初に誕生した生命は、原核生物のようなものであったといわれています（小さくて単純な構造でしたね）。そして、大きくて複雑な構造を持つ真核生物は原核生物が進化して誕生したわけです。どのように誕生したか、本当のことは誰も知りません。しかし、現在生きている真核生物を調べてみると、中のミトコンドリアや葉緑体から様々なことがわかりました。そして、ミトコンドリアや葉緑体はもともと独立して生きていた原核生物なのではないかと言われています。長い時間をかけて、原核生物同士が共生を始め、それらがミトコンドリアや葉緑体になったとする説を「共生説」といいます。
【課題】　

１．　真核細胞がどのように誕生したかを自分の言葉で説明してください。
２．　ミトコンドリアと葉緑体の起源について自分の言葉で説明してください。
３．　共生説が唱えられた根拠を２つ挙げてください。
